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震災時における新聞記事構成の特徴と問題点について
青山千彰
Issue of Making Newspaper on the Earthquake 
Chiaki AOYAMA 
Abstract 
The Great Hanshin Earthquake suddenly struck the region from Kobe to 
Osaka Nearly 6300 people lost their life, and more than 300,000 people were home-
less for a few days. After half day later, al newspapers in Japan started to carry a lot 
of serious stories on the earthquake. The headlines used in the newspapers treated 
a lot of reports about severe damaged and destroyed buildings, trapped people, 
fires, and crying people so on. The reports, however, did not covered al infonna— 
tion refugees actually need at that moment, because one of reasons is that no jour-
nalists had ever experienced such a big urban earthquake. 
In order to show the unbalanced headlines for refugees, the database on head-
lines of 14 big earthquakes from postwar was built. And headline's map for earth— 
quake used period and number of headlines correspond to key words was pro-
posed, in which key words (total 47) for earthquake compose 4 groups, "disaster, 
earthquake, revival and measure, a state of affairs" 
Map patterns was classified into 4 types" I :Small scale damage, I :Middle 
scale damage, I :Large scale damage, N :Huge scale damage, because small patch-
es of keywords -period contour grows to mosaic pattern with increasing degree of 
disaster. Typical earthquakes represented 4 types are I :Kushiro-oki Earthguake, 
I :Miyagiken-oki Earthquake皿：NiigataEarthquake, N :Great Hanshin Earthquake. 
The differences of map patterns are very obvious, so this map method is useful to 
analyze the issues and characteristics of whole headlines of earthquake. 
Before big earthquake, journalists have to consider, when and what types of in-
formation refugees need. Headline's Map for earthquake will help to simulate the 
editing newspaper on the assumption of any scale damages. 
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1 ．序論
阪神・淡路大震災における、マスコミ報道は、発生からかなりの期間にわたって十分にその
機能を果たすことができなかった。各種報道施設が破壊きれ、その上、地元の報道関係者の被
災、また、道路網の寸断、電話回線の障害により、情報の伝達手段を奪われたことに起因して
いる。結局、地震被害の本当の全貌が見えて来るのは、かなりの日数を要し、被災者にとって
最も情報が必要な時期に必要な情報はメディア側から受け取れなかった。そればかりか、当初、
被災者の心理を逆撫でし、火災をあおってしまったヘリコプター取材に代表きれるように、こ
の期間、マスコミ機能も、未曾有の大災害の中で、共に混乱状態にあったと考えられる。
震災後、いっせいに各新聞社から震災を記録した写真集・掲載記事収録集が発行されると伴
に、地元記者の経験談やマスコミ報道に関する研究成果も書籍として発行された。特に後者で
は、報道記者としての姿勢を問い直す研究が多く、震災報道問題を扱う上で、今後の取材方法
に大きな問題を投げかけた。その代表例として、小城!）は「その時、報道記者達はどのよう
に考え、どういった行動をとったのか」について分析し、自ら被災者の一人であった記者達の
心の葛藤を、取材優先型、救助優先型に類型化した。このように、震災報道問題に焦点をあて
たものでは､『その時』、二者択一の選択を迫られた記者としての判断・心理状態をテーマとす
る研究報告が多いのが特徴となっている。
一方、震災時の報道に関する問題点について、稲垣2)は「テレビの持つ速報性と動く映像
の持つ訴求力に完敗し、巻き返しを図るため、陳腐でセンチメンタルなヒューマンストーリー
が目立った。もっとも、テレビ情報も特定の避難場所に集中したことや停電により被災者には
役に立たなかった」としている。天野ら3）も「情緒的な報道による特定のイメージ作りと、
限定された地域に必要な身近な情報を伝える努力に欠けていた」ことを指摘している。横山4）
は「全くわからないことを、さもわかったように書く」として、 「マスコミは狼少年」と言い
切っている。これらの指摘は、一瞬にして廃嘘と化し無数の黒煙を上げて燃える市街地を前に
すると、現場の記者も編集者も一様に興奮状態となり、通常、押さえた報道を行う全国紙でさ
え週刊誌に類似した紙面構成を行うことを物語っている。
マスコミの取材・編集法について再検討を加えることは、今後の災害報道を検討していく上
で非常に重要なことである。しかし、上記の指摘には経験論的な側面が強く、データの裏付け
に乏しいため、個人的な体験論として解釈される欠点をあわせ持っている。
大震災時の報道のあり方を検討するには、人間社会を構成するすべての因子について、その
影響を検討せざるを得ない。人の生死と避難生活、家屋、道路、ライフライン、物資の流通の
破壊、復旧対策等、無数の関連因子があり、 しかも、時間の経過と共に重要性が変化する。震
災発生時より、どのような因子に注目した報道がなされたのか、経時的な分析のもとに、報道
の特徴、特に報道の偏りについて簡単に表し得る方法を検討する必要があると考えられる。
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従って、本論では、最もインパクトの強い最初の1週間において、新聞の見出しを中心とし
た構成（レイアウト、フォント、活字の大きさ、記事の表示位置、写真の大きさ）や見出しの
内容に注目し、過去の大地震でどのように編集されたのか、編集の特徴と地震規模について、
震災発生時点から経過時間を考慮したキーワードでコード化したデータベースの作成に取り組
んだ。そして、これらの解析結果を基に、 「その時」ではなく、 「その時まで」にどのような震
災報道体制を組むべきか、今後の震災報道のあり方について検討し、知見を得たので報告す
る。
2．方法
2． 1 調査対象とした新聞紙ならびに阪神淡路大震災と過去の大地震
阪神淡路大震災におけるデータベース作成のため、調査対象とした新聞は3紙で、全国紙と
してA新聞（阪神版)、地元地方紙としてB新聞、専門紙としてC新聞を選定した5)~劉)。なお、
A新聞は震災時の見出しの取り扱いが､大手4新聞社の中では比較的良く評価されていた25)理
由によるものである。また、A新聞は阪神淡路大震災に加えて、戦後13件の大地震に関する見
出し等の調査にも利用した。用いた過去の大地震記録を表－1に示す。
過去14件の大地震記録表－1
2． 2新聞構成に注目したデータベース作成方法
データベースの作成に用いた調査項目は、 日付、朝刊／夕刊、記事の掲載面、見出しの大き
さと文字サイズ、キーワード、写真の内容と面積である。見出し、写真については、関連しあ
っている見出し記事の場合すべて同一レコードとして取り扱った。表－2に入力画面の一例を
－3－
発と
??。
。?。
時 マグニラ
??
ユー
＄
、 ダ冒者 豊ロ■Q■■営壊
福井地；
『???
1984/6/2816:13 7.3 3769 36184
宮城県冒 3部：■且?? 震 1962/4/3011:276.5 3 340
菊
??
潟蝿
?? 『???』
1964/6/1613:02 7．5 26 1960
十勝沖 h震 1968/5/169:497．9 52 6了3
伊豆半， Dl沖；
?????
h震 1974/5/98:336.9 S0 134
伊再 大 I §近％齢h震 1978/1/1412:247 25 96
筐
－
'城
?????
ﾛ地震 1978/6/1417:147．4 28 1183
E本海に ．部劇h震 19BS/5/2611:597．了 104 976
長野県 ヨ??
?
部 ??
??????
､震 1984/9/148:486. 29 14
劃’|路沖 ［E 震 1993/1/1520:067．8 2 12
｡E藤追
???
閥仰：
???
h震 1994"/1322:177.8 200 550
北濁追 §2万坪：
???
I震 1994/10/510:238．1 16 26
三陸は jか沖：
???
h震 1994/12/2921:197．5 2 ■■■■■■■
阪神淡澄 ﾄフ息震；
??
1995/1/175:46 7.2 6279 9287了
示す。
データ入力は、阪神淡路大震災の場合、震災記事が掲載された17日の夕刊から開始し、朝刊
夕刊を含めて、23日夕刊に至る1週間である。他の地震でも、発生から1週間を目処に入力し
た。用いたアプリケーションソフトはマイクロソフト社のExcelを使用し、データの検索・分
析にはマクロプログラムを作成した。
表－2 入力画面の一部（表示列は一部、見出し、写真列群が6グループ約100列ある）
????｜????
?????
－ターベース作成項目について説明を加える。
災害時の見出しの取り扱いは、 まず大見出し（第1見出しと呼称）があり、その周辺に関連
した記事が組み込まれる。ただ、新聞紙一面に記事が分散して、各見出しの相関性を見ること
が難しいケースもある。このようなケースでは記事内容を基に決定する。入力は原則として、
第1見出しから第6見出しまでとし、さらに多数の写真があってもシート中の一行に収めた。
（2）見出しのサイズ、フォント、文字サイズ
見出しの大きさ、フォント、見出し文字の背景とその種類を調べてデータベースに入力した。
見出しの寸法の取り方は、背景に模様がある場合、模様の面積を、なにもない場合は、文字を
縁取る架空の枠を設けて、その寸法を計った。
フオントの種類は基本的にゴシック、明朝、特殊に区別する。特殊は斜体の文字やフォント
として新聞独特の物が使われている場合に用いる。さらに文字の色について黒、白、特殊に分
かれる。黒は一般的なので特に記述しない。白は文字が白い物、特殊はグラデーションなどが
かかっている場合に使用した。
背景については、通常のなにもない場合、 「無し」と記述する。その他の物として、バック
が塗りつぶされていれば「黒｣、網掛け、放射線状、グラデーションなどは「模様」とした
（3）写真
写真は内容を入力し、面積を求めるために寸法を計った。 円形である場合はその写真が内
接円になるように補助線をひいて、その四角形の寸法をとる。矩形でない場合も同様に内接す
る四角形になるように補助線をひいて寸法を計った。
なお、阪神淡路大震災以外の写真、見出しの寸法は縮刷版を用いているので、補正計算した
ものである。
（4）震災用キーワード
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地震に代表される大規模災害では、多数の被災者に迅速､的確な情報を届けるべきであるが、
災害規模が大きくになるにつれ、取り扱う項目が増大し、編集者側から被害の全貌が掴めなく
なってしまう。紙面全体における必要情報のバランスを考え、常時、情報整理していくには、
震災用キーワードが必要になってくる。そこで、 「見出し」の分析用のキーワードとして、以
下に示すような、四ブロック （被害、現状、地震、復旧・対策）のキーワードを作成した。そ
の内容は、
①「被害」は震災によって引き起こされた人的・物的・経済的被害等とする。
②「現状」は震災後の取材の中で得られた被災地の現状や被災者の要望など、新聞が発行さ
れた時点での問題である。
③「地震」は発生のメカニズム、本震の規模、余震の予測等、地震そのものについて扱った
もの。
④「復旧・対策」は災害復旧のための政策、救助活動である。
分類では、これらのキーワードの階層下にサブキーワードを2階層まで付け、階層間は
「・」でつないだ。
①「被害」と②「現状」は、 14のサブキーワードがある。
「人・生活」 「政治」 「経済」 「建築・構造物」 「交通」「情報・通信」 「ライフライン」
「学校」 「二次災害」 「地盤」 「行事」 「犯罪」 「医療」 「その他」
但し、 「現状」についてはその意味する内容上、他のキーワードとオーバーラップすること
が多いため、作業上「現状・人・生活」以外はほとんど他のキーワードに分類した。
③「地震」については8個のサブキーワードがある。
「本震・規模」 「余震・規模・回数」 「原因・メカニズム」 「前兆」 「予測」
「歴史」 「被害想定」 「その他」 「被害想定」には更に’階層下の4個のサブキーワードが
ある。 「設計」 「対処法」 「保険」 「政策」
④「復旧：対策」は10のサブキーワードがある。
「人・生活」 「政治」 「経済」 「建築・構造物」 「交通」 「情報・通信」 「ライフライン」
「学校」 「見舞い」 「その他」
「救助」には更に’階層下の5個のサブキーワードがある。 「人」 「物資」 「金」 「救助者」
「ボランティア」
応用例として、
「死者500人、行方不明1000人」という見出しの場合（被害・人・生活）
「JR線全線開通」の場合（復旧・交通）
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「避難所で悲しみの親子」の場合（現状・人・生活） とした。基本的に1つの記事に対して
は1つのキーワードを付けているが、表現しきれない場合は2つのキーワードを付けた。
2． 3見出し面積率と写真面積率、経過日数について
朝刊・夕刊、そして新聞社ならびに発行年代の違いとそれぞれ紙面サイズと紙面数が異なる
ため、新聞1部全体に占める見出しの面積として見出し面積率pを求めた。この値は、総見出
し面積S (=s;n:s!は見出し面積、nは見出し数）を、印刷可能領域A(新聞紙面1面の
中で記事の掲載が可能な領域）を求め、この値に紙面数Nをかけた値で割ったもの
(p=S/AN)である。
写真面積率も見出し面積率と同じ方法で求めた。
震災発生からの時間経過は「経過日数」と「震災からの発行経緯」の二つの方法で表現した。
前者は朝刊だけを数えた場合で、後者は、地震が発生した当日から朝刊、夕刊を交互に発行数
を数えたもので常に朝刊から数え始めている。通常、地震発生時間が午後2時付近を境に、当
日の夕刊か翌日の朝刊に第1報が掲載される。従って、午前中発生地震ではカウント数が2
(その日の夕刊）から、午後発生は3（翌日の朝刊）からプロットした。
3．戦後の地震災害における紙面構成の特徴
3． 1 見出しに用いられるフォントの特徴
戦後14の大地震におけるA新聞に用いられた全見出し（大見出しから小見出しまで）のフオ
ントは、ゴシック体57.5%、明朝体41.4%、特殊文字1.1%であった。新潟地震、十勝沖地震を除
いて、ゴシック体が多く用いられる傾向が見られるが､顕著な違いは見いだせなかった。一方、
見出しの背景には、無地81.9%、黒地5.7%、模様12.4%であった。フオントサイズは大見出しに
阪神淡路大震災（縦5.3cm)、日本海中部地震（縦4cm)などがあるが、他は小さく（縦2cm)
前後のフォントを利用している。全体的に用いられているのは、 「無地の背景に（縦lcm」前
後サイズの黒色のゴシック」が最も一般的に用いられるスタイルである。これは、地元紙では
ないこと、そして、災害時を意識して、押さえ気味に、特殊な文字を避け、読者への分かり易
さを重視した結果と考えられる。
しかし、阪神淡路大震災におけるA新聞では、第1日目の号外的な大見出しは、フオントの
背景に模様を使用し､その中に白色ゴシックで浮かび上がらせる強調型のスタイルが用いられ、
興奮を読みとることができる。第1日目は号外的な取り扱いで平均（縦5.32cm)と大きな見
出しが紙面を飾り、 2日目でも （縦4.43cm)と依然大きな見出しである。 3日目以降になる
と （縦3cm)前後で通常サイズに落ち着いている。フォントサイズが興奮度を示すバロメー
タにもなっている。
地元新聞であるB新聞の場合は、震災の見出しに使われている大見出しのサイズは第1日目
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で巨大サイズである（縦9cm)が使用され、2日目～5日目までは（縦4.5cm)前後、6日目
以後は約（縦3cm)が使用された。
一方、専門誌であるC新聞では2，3日目の段階でも非常に小さな取り扱いで、第2日目の
最大でわずか2.0cmの白色ゴシックの見出しであった。見出しの平均サイズから見ると4日目
で唯一白色の明朝の3.1cmが現れるが、他はlcm前後の見出しで震災を取り扱っている。専門
紙としての割りきりか、取材能力不足か興味が持たれる。
3． 2大地震の見出し・写真の取り扱い
（1）見出し件数と見出し面積率
A新聞の朝刊を基に、 1949年に発生した福井地震より阪神淡路大震災にいたる大地震につい
て、発生から1週間の見出し件数、見出し面積率、写真面積率の推移を図-1～3に表した。
なお、図の作成にあたって地震発生後、最初に掲載される新聞のデータを重視し、第1データ
だけに夕刊データを入れる場合と入れない場合の2ケースに分けてプロットした。一つは、第
1日目の13時までに地震発生した場合には当日の夕刊が第1号になる。この条件に当てはま
る場合、経過日数l.5に夕刊の値をプロットし、その後はすべて朝刊の値をプロットした。も
う一つは、前日の14時以降に発生したケースである。この場合は図中の縦軸（経過日数1)に
プロットした。また、図はいずれも各値の概略的な経時変化を検討するため平滑な曲線で表し
てあるが、データは各経過日ごとに度数変化する離散量である。
図－1の見出し件数の経時変化に注目する。従来から、震災では新聞がテレビ、ラジオに比
べニュースの速報性に欠けると指摘されてきたように､震災に関する最初の記事が現れるのは、
いずれも震災発生後、約半日以上を要している。
見出し件数の経時変化に関する全般的な傾向は、地震発生後、 l～2日目でピークを示し、
その後緩やかな減衰曲線を描く曲線を描くケースが多い。阪神淡路大震災だけがずば抜けた件
数の曲線を描き、 しかも見出し件数のピークが5日ごろに現れている。続いて、新潟地震が4
0件付近で2日間のピークを描いているが、戦後すぐ"に死者3769人の大災害をもたらした福井
地震ではわずか21件でピークを示す程度の取り扱いになっている。
次に、見出し件数は第1見出しから第6見出しまでを一括して数えたものであるが、各段階
での見出し数の推移より、取材の経時変化を見ることができる。
阪神淡路大震災では、見出しの内容が同一グループのものを階層的に第1～第6までとし、
A新聞の朝夕刊を併せてみると表－3が得られる。
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表-3A新聞震災見出し件数の推移
見出しの細分化程度については、 2日までは第3，3日目で第4と順次増加していき5日目
で第6が現れる。このように地震発生より日が経過するにつれ、記事数が増え、取り扱い項目
が細分化する傾向を読みとることができる。全国紙であるA新聞が、その機能を様々な領域で
発揮しだすのは4日目以降であろうか。かなりの時間を必要としている。
見出し面積率と経過日数との関係を図－2に示す。いずれも第1日～2日目にピークをを持
つ曲線で、その後、 3～4日目でほとんどなくなる曲線と、福井地震のように5～6日目で再
び増加する曲線がある。ここでも、阪神淡路大震災のケースでは、ずば抜けた8％に近いピー
クを示し、 3日目には急減している。今、図－1の見出し件数と比較してみると、4日目以降
で見出し件数は増加しているにもかかわらず､面積が減少している結果となっている。これは、
表－3からも分かるように見出しの細分化によるもので、記事内容が初期の被害を強調する段
階から、様々な領域を取り扱う段階に移行していることを意味している。
すでに、表－1に表したように、地震規模を表すマグニチュード、災害規模を表す死亡率、
家屋の全壊率などが地震報道とどのように関わっているのか検討した。その結果、マグニチュ
ードと見出し件数、面積率との関係は全く見つけることができなかった。唯一良い相関が見ら
れたのは全壊家屋をlogOで取り、見出し面積率との関係を見た場合で、図-4に示すように
3次の放物線で近似される。図は全壊家屋が1000件を越える地震より見出し面積率が急増する
ことを示している。日本海中部地震、宮城県沖地震が曲率変化点に該当し、この値以上が報道
面から見た大地震に分類される。
（2）災害写真の取り扱い
災害写真ほど読者にインパクトの強い記事は見あたらない。大きな活字による見出しと紙面
いっぱいの写真だけで初期報道の目的を達することができる。図－3にA新聞社の写真面積率
と経過日数の関係を示す。図中の曲線群の形状が示すように、写真の取り扱いは、地震発生か
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ら1～2日程度被害状況を写した写真を大量に使用した後、ほとんど使用しないケースが多
い。
通常、大規模地震の場合、震災発生時の第1面は見出しと写真で占められる。特に阪神淡路
大震災においては、突出した写真面積率曲線に見られるように、災害写真のみの編集となって
いる。詳細に見ると、第1日目では平均でも1ページあたり456cm2と、0cm四方の写真を
20枚貼り込んだ、ほとんど写真だけの号外版と言える。第2日目でも朝刊は10×16cmの写真
を34枚も張り込んでいる。その後も、写真を多用する傾向は多少写真の平均面積が小さくなる
ものの続いていく。他の地震災害が初期の被害写真を掲載した後、ほとんど写真を使用しなく
なるのに対し、この点が異なっている。
地震初期の段階で写真を多用するのは大災害の性質上致し方のないものと考えられるが、 1
週間これほどまで写真が必要であるのか。視覚文化の時代を反映して、新聞が単純にグラビア
化することについて、検討し直す必要があると考えられる。
また、震災後、新聞各社から一斉に「阪神大震災」と題して発刊された写真集を見ると、掲
載写真も「転倒した阪神高速道路高架」 「倒壊家屋」 「複数の煙があがる市街」 「燃える長田町」
｢焼け跡にたたずむ人」 「ごった返す西宮北口の避難所」と各紙とも同じ雛形を使った金太郎飴
のごとく掲載写真のテーマが類似していた。
新聞社別にみるとB新聞の場合は、A新聞に比べ紙面数が少ない分、写真使用枚数が少なく
なる。その取り扱い方は基本的にはA新聞と変わらない。一方、C新聞の場合は、第1，2日
目は一切写真を使用せず、 3日目でやっと1枚、4日目で2枚、7日目の段階で全6枚である。
1， 2日目に写真を全く掲載しなかったことは、専門誌としての編集方針と考えられる。
3． 3震災発生からの各種掲載記事の経時変化の表現法
3． 2で既述したように、震災発生から時間の経過と伴に様々な記事内容の見出し・写真の
取り扱いが変化する。しかし、幅広い領域で対象とする記事の経時変化過程を、各領域ごとに
それぞれ図に表し検討する方法は、記事相互間の比較が難しく、記事の頻度分布と時間を共に
表す方法が求められる。そこで、大震災発生より1週間の記事の中で、取材対象をどのように
変化させていったかを明らかにするため、 2． 2 （4）に既述した震災用キーワード (KW)
を用いた二次元分布図を作成した。 14の震災に適用し、そのKWに該当する記事分布頻度の違
いから「I小規模、 Ⅱ中規模、Ⅲ大規模、Ⅳ巨大規模」の4記事分布パターンに分類した。
ここでは、図－5～7に示したI小規模～Ⅲ大規模の記事分布パターンを代表例に選び説明
する。Ⅳ巨大規模の記事分布パターンである阪神淡路大震災は4章に記述した。
図はキーワードに関する項目を横軸に取り、縦軸に震災発生からの朝刊・夕刊の発行回数を
取った場合、各KW項目に該当する記事頻度（図中、凡例で示している数値範囲）を等値線で
表したものである。データは本来図中の交点にプロットされる離散化したものであるが、記事
の流れを視覚的に捕らえるためあえて連続的な表現とした。
－11－
なお、表－4は図中グラフに使用しているKW番号である。
震災用キーワード一覧（図－5～10横軸表－4
14の震災は、発生場所（都市部)、震源位置、地震規模、発生時間、発生地区の地盤構造、
津波、土石流、山崩れ、火災の発生等のいくつかの因子が複合して、それぞれ全く異なる災害
の様相を呈している。しかし、新聞記事から、これらの震災を捉えると、地震の規模ではなく、
震災による被害規模が最も重視され、記事の量、関連記事の掲載期間が決定される。
（1）小規模の記事分布パター･ン[I]
典型的な小規模の記事分布パターンとして釧路沖地震を選び図－5を示した。その記事分布
パターンは地震、被害、現状のブロックにごくわずかな記事が掲載されている程度である。
釧路沖地震は、マグニチュード7.8と非常に大きな震度であったが、最も記事内容が少ない
事例である。主な掲載記事には地震の規模「k33本震・規模」と、負傷者967人で、住宅の倒
壊があったため「k20人・生活」「k24建築・構造物」が載せられている。その特徴は、「kl~
kl5の復旧・対策関連」と「k41～k46の現状」はほとんど記事がなく、掲載期間も1～3回程
度と短い。他に、類似した記事記事分布パターンを示すケースとして宮城県北部地震がある。
いずれも地震規模と人的被害記事に2回程度掲載されたに止まっている。
（2）中規模の記事分布パターン［Ⅱ］
図－6は中規模の記事分布パターンを示す最も事例の多いケースである。その形態は、 4ブ
ロックのKW中にかなりの記事が現れるが、まだ､､各項目間は独立した分布状態を示す。図に
示した宮城県沖地震は死傷者1353人、壊れた家屋6757件、529カ所の山崩れが発生し、都市型
地震災害の典型と言われている。ブロック塀の倒壊が目立ち、建造物における適正規模の見直
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しのきっかけとなった。このような背景では、 「地震」を扱う 「k33本震・規模、k31余震、
k33被害想定」ならびに「被害」では「k23交通、k24建築、k20人、k27二次災害、k28ライフ
ライン」が目立っている。特に、他の震災での類似パターンもこれらの項目は多くなっており、
特に、 「k20人、k27二次災害」は5～10回に及ぶ記事が載せられている。災害規模が増すこと
によりk20の「人・生活」へのダメージが増大し、大規模津波（日本海中部地震)、山崩れ
(伊豆大島近海地震、長野県西部地震）に代表される「二次災害」記事が多くなることも当然
と言える。中規模になると、復旧・対策関係「kl政治、k4交通、k7～kll救助の物資、人、金、
救助者」の記事が掲載されるが、kl，Mで数回、他は単発的な掲載に止まっている。他のK
Wブロックと比較して、掲載日の遅れは1日程度である。「現状」では、被災後の生活の現状
を伝える「k42人」だけが掲載される。類似パターンを示す地震として、伊豆大島近海地震、
日本海中部地震、伊豆半島沖地震、長野県西部地震があり、小規模との中間的な位置に北海道
東方沖地震、三陸はるか地震がある。
（3）大規模の記事分布パターン［Ⅲ］
図－7は典型的な大地震の記事分布パターンで、新潟地震、十勝沖地震、北海道南西沖地震
が該当する。パターンの形態的な特徴は、様々なKWに対して掲載される記事が非常に多くな
るため、各KWの等値線がくっつきモザイク的な縞模様分布が現れることである。図は新潟地
震の例をあげている。その特徴は死者26人、壊れた家8600戸、消失家屋290戸、津波が日本海
沿岸を襲い浸水家屋15294戸に被害をもたらした。市が河口の砂質地盤のにあるため、液状化
が大量に発生しコンクリート建造物の転倒、石油工場の油火災など地盤災害を引き起こした。
したがって、 「地震」ではほぼ全項目が扱われ、特に地盤災害から「k33本震・規模、k35被害
想定による対処法」が多くなっている。被害では「k24建築、k20人、k27二次災害」の記事が
目立っており、 4日以上の長期にわたって掲載されている。大規模の記事分布パターンの特徴
は、kl～kl5の「復旧・対策」のブロックではほとんどの項目がつながるほど記事が多くなる
ことである。逆に表現すれば、被災規模が大震災級にならないと､マスコミは復旧対策記事に
消極的であると言える。現状については、やはり 「M2人」の記事が多く、「k27医療」も見ら
れるようになるが、k27に関しては、十勝沖地震、北海道南西沖地震では取り扱われておらず、
震災の記事の盲点となっている。
4．阪神淡路大震災における掲載記事の経時変化と見出しの検討
唯一の巨大規模の記事分布パターンⅣである阪神淡路大震災に焦点をあて、震災発生から時
間の経過に伴い、掲載記事がどのように変化したのか、そして、各KWに対応した見出し内容
を詳細に検討した。なお、見出しについては、震災後「センチメンタルなヒューマンストーリ
ー」妬） 「情緒的な報道」27)と批判されてきたが、どの程度情緒的であったのか、具体的な見出
しを基に検討した。
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A新聞社の1週間における記事内容を図－8に示す。記述の記事分布パターンI～Ⅲ（図一
5～7）に比べ、その違いは明らかで、ほぼ全域を埋めるほど複雑なモザイク状のパターン分
布から読みとることができる。以下、 4KWブロック（被害、現状、地震、復旧対策）に分け
て説明する。
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（1）被害ブロック [kl6～k29]
調査期間の1週間を越えて「k20人、k24構造物、k23交通、k25経済」項目の記事が主に中
心材料として扱われた。他の地震における記事分布パターン[I～Ⅲ]ではl～4日程度で終了
させる内容である。この1点だけでも、他の事例との比較ができない程、異なった記事の扱い
になっている。
このうち特に多い「人」項について見出し内容に注目すると、地震記事のインパクトの度合
いを表す死者数の見出しとして【18日：死者1681人、19日：死者3000人にも、20日：死者4000
人越す】が使われ、記者の興奮が伝わってくる。しかし、その記事に織り込むように【17日：
友の名呼び「頑張れ」 18日：がれきの中「家族はどこに」 20日：「私が変わりたかった」
生き埋め夫婦最後の会話； 「悪いな大きな家に住めへんかって｣】等、情緒的な表現が目立っ
た。
「構造物」項でも記者の心情がそのまま記事になっている。 【17日：猛火、地割れ、ビル倒
壊；未明逃げまどう民たち 17日：列島急襲都市ズタズタ 18日：惨状まるで空襲の後23
日：あの街が． ． 】、 「交通」項は専門家への怒りが【17日：高速道崩れた安全神話】でぶつつ
けられ、道路、鉄道、海運のマヒで占められている。 「経済」項は不安を煽る表現が多く目立
つ【18日：関西経済に大打撃20日：被害額8兆円の見方も21日：崩れた経済大国神話】、他
に、 「行事」項は、様々な行事の中止、手控え、 「情報」項は、数こそ少ないが、既に初期段階
で【18日：有効な情報遅かつた20日：地震に関する情報、不備を痛感；どのテレビも同じ内
容】等の批判、反省記事を掲載し、取材方法に問題があったことを認めている。
KW「被害」ブロックに関する記事の特徴は、その大部分を占める「人、構造物」で震災被
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害規模を強調し、続いて、 「交通、経済」で専門家への批判や今後の不安要素の指摘などを試
みている。被害者以上に記者達が興奮しているとしか受け取れない。その一方で、 「学校、ラ
イフライン」等は全貌が掴みにくいためか、暖昧な表現となっていた。
（2）現状ブロック [k41～k46]
現況ブロックについては、第1日目は記事が追いつかず、第2日目の「k42生活」項の記事
から始まり、 6日間常に「現状」ブロックの中心的見出しになっている。数え切れない被災者
の避難所の耐乏生活は、稲垣配)の指摘するヒューマンストーリーそのものであるから、多く
の記者がこの話題に飛びつくのは当然の結果である。この項の見出しだけから見る限り、全国
紙も大衆週刊誌記事と変わらない内容となっている。 【18日：廃嘘の町、さめぬ恐怖19日：
今、私は20日：飢え、渇水に耐え21日：なぜこんな22日：近所つき合いが広がっていま
す23日：苦難続けど、いざ復興へ】また、「人」項も 【生への希望も燃え尽きて】のように
似たような見出しが多い。
特に、 「k44医療」項では負傷者43,177名29)がいたにもかかわらず全く実態力堀めなかった。
【21日：震災被災者の血液をほぼ確保22日：人工透析受け入れ、後手に回った救急医療】と
なっている。
「現状」ブロックの特徴は、被災者の避難生活を紹介する「生活」項にあまりにも比重が傾
きすぎ、被災者に重要な情報として「医療」項については、やっと4日目より現れ、それも情
報量が少な過ぎたことである。 「被害ブロック」が第1日目から報道しているのに比べ、ほぼ
4日程度全体的な遅れが生じている。
（3）地震ブロック [k30～k40]
地震のKWブロックに関する報道で、当然、第1日目より「k33本震」項に関する記述とし
て地震規模に言及した内容が多い。 【17日：近畿で大地震M7.218日：神戸震度7に近かった
19日：史上初の激震】。そして、「地震の原因・メカニズム」項では【18日：地震学者に聞く
19日：野島断層のずれ発見20日：近畿は活断層銀座21日：断層にそってにごりの帯】と地
震の原因探しが主な関心事になっている。 「k36設計」項に関しては、持って行きようのない
怒りを【18日：専門家まかせでは弱い19日：落橋防止基準甘かつた耐震性の再検討が急務
22日：原発は大丈夫？高まる不安】専門家への不信で表している。 被災者が最も知りたい
｢k32予測」項については、地震予知が難しい背景があるため、【19日：西日本に地震活動「活
動期に」と見解一予知連】 と、当たり障りのない発表となっている。一方、 「k31余震」項は
ひたすら回数を伝えている。
地震のKWブロックは、その規模、原因、余震、予測について専門家の意見等を掲載する
｢発表ジャーナリズム」スタイルをとらざるを得ない。これ以上言及すると、根拠のない内容
で人々に恐怖と不安を与えるだけである。
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（4）復旧・対策記事[kl～kl5]
「復旧・対策」ブロックの見出し数は、その性質上、他の3ブロックの合計に匹敵する325
件報告されている。特に、復旧、対策上、 「kl政治」項が87件と最も多い。その内容は幅広く、
【各種本部や対策委員会の設置】、 【激甚災害法の指定災害対策基本法の見直し特別立法の
検討】、 【二次補正予算案提出】、 【救助要員の派遣】、 【免税処置】、 【現場視察】等である。
次に、復旧・対策で多いものとして「k8物資、k9人、k3情報、k7経済、k4交通」をあげる。
以下に記述するように、復旧の現場を最も伝える項目となっている。
「k8物資」項については、【18日：泉大津市が毛布1千枚送る19日：衣料品やおむつ・・
コメ、牛乳・ ・ ミネラルウオーター送る． ． 】 と日々様々な救援物資が送られていく反面、
【22日：届かない善意野積み23日：救援物資送ろうとしたが】のように物流に問題が生じて
いることを報じている。このように批判はするが、具体的な数値で食料関係の物流情報が報道
されないため、各避難所への食糧供給の実態が掴めない問題が生じた。
「k9人」項については現況ブロックともダブるが、救助時のヒューマンドラマが展開する。
【18日：生への隙間30cml9日：ガレキの下から「酒くれ」20日：大事に、大事に21日：
無事だよ】。
「k3情報」項は4日目より【20日：米在留邦人向けにテレビを無料放送22日：犠牲者紹
介ダイヤル無料公衆電話設置場所聴覚障害者用． ． 】。 「k7経済」項は個人あるいは企業
への援助として、 【18日：金融特別処置低利融資制度義援金口座の設置20日：金融機関
など緊急対策決定復興へまず物流再構築22日：週明けから操業主要企業の生産設備復旧
状況】 とかなり効率的な動きを伝えている。 「k4交通」項は第2日目より具体的に【梅田一宝
塚間午前中にも回復；阪急】のように復|日区間が伝えられ、被災者や救援者にとって有意義な
情報源となったと考えられる。
なお、 「kl2ボランティア、kl4ライフライン、kll救助者（公的)」については,7日間で2～
7件程度の記事があった。
復旧・対策のブロヅクの特徴はやはり 「kl政治、k7経済」であろう。「現状」ブロックのよ
うに実際に現場で情報を集める必要がないので、全国紙の利点を最も活かすことができる。災
害救助は様々な分野を統合したスタイルでの取り組みが必要となる。勿論、救命、治療、被災
者の生活援助とプライオリティをつける必要があり、その検討材料に復旧・対策ブロックの内
容が役立つと考えられる。
4． 1 震災関連見出しの3紙比較
全国紙のA新聞、地方紙のB新聞、専門誌のC新聞の見出し内容を比較すると、震災時に置
いても3紙がおかれている明確な編集方針を見ることができる。図－8のA新聞内容と比較す
るため、B，C新聞の記事分布パターンを図-9,10に示す。
－17－
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図より明らかなように、B新聞の記事分布パターンはA新聞のやや小型版ではあるが、記事
分布パターンⅣに分類することができる。しかし、C新聞の場合は復旧・対策ブロックを除く
と記事分布パターンIに分類され、専門誌の特殊な分布パターンを示している。
全国紙と地方紙、専門誌の違いを特徴づけるものとして、復旧・対策のブロックの「kl政
治」項がある。A新聞の場合、全国紙の強みを発揮して87件に対し、B新聞では27件、C新聞
13件と著しい取扱件数の差が見られる。今、AとB新聞について見出し内容を比較すると、対
策本部設置激甚災害指定、二次補正予算案提出等の政府レベルの情報はB新聞にほとんど登
場せず、僅かに首相の施政方針演説の他は、兵庫県や周辺市域の情報が扱われている程度であ
る。
この全国紙と地方紙の違いは、この調査期間では震災名にも現れ、A新聞が主に「阪神大震
災」を用いているのに対し､B新聞は地域性を考慮してか「兵庫県南部地震」で統一している。
次に、専門紙としてのC新聞の特徴は、被害、復旧・対策のブロックの「k25,k7経済、klO
金」項の割合が高いことで、全記事の約3割が当てられる。その内容も具体的で、 【百貨店・
スーパー；必需品供給で店外営業復旧は3ヶ月以上先；井出･JR西日本社長が会見本社
工場の業務再開；堀場製作所】各企業情報が盛り込まれている。
一方、被災者側の記事になると地元地方紙の冷静さが目立つ。被害ブロックの「k20人」項
では、A新聞では感情的な会話【友の名を呼び「頑張れ」 がれきの中「家族はどこに」
｢私が変わりたかった」 がれきの下から「酒くれ」 みなさん、頑張って】等が多数目立つ
のに対し、B新聞では僅かに【5日ぶり「私がママ」 張り紙に「妻助けて｣】程度で、興奮
の度合が低く、押さえた見出しが目立つ。なお、c新聞の場合は、専門紙の性格上「人」に関
する見出しそのものが見あたらなかった。
4． 2震災用KWと経時変化を用いた二次元分布図の利用と評価
掲載記事の経時的な変化を二次元の等値線で表す方法を、主に全国紙A新聞（阪神版）の戦
後14の震災記事分析に適用した。その結果、4つの記事分布パターン (IⅡⅢⅣ）に分類し、
新聞記事の構成から地震規模を評価できることを明らかにした。また、 3社比較より、その記
事分布パターンから、被災規模を表しているばかりか、新聞社がその地震をどのように捉えて
いたのか、取材方針も表すことが分かった。二次元表現の利点は、多方面に及ぶ震災記事を経
時的に一括表示できる点にある。今後、時間の経緯にしたがい被災者に必要な記事についての
取材順位を視覚的に決定していく上で、便利な手法であると考えられる。
なお､A新聞以外のどのような全国紙・地方紙に置いてもこの手法を適用することはできる。
しかし、専門誌の記事分布パターンが異なっていたように、記事分布パターンの類型化につい
ては、A新聞の基本的なパターンを参考にして新聞社に応じた補正が必要になると考えられ
る。
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5．今後の大震災に向けた記事作成法に関する提案
震災後、 「被災現場で記者がどのような行動をとったのか」取材優先か、救助優先かが問題
となった。(釦)確かに取材記者にとって厳しい選択を迫られたシーンであるが、このような記
者としての心の葛藤に震災報道問題の焦点が傾きすぎている傾向が見られる。最も重要な問題
は、 「このような大震災発生を想定した取材方針が以前に検討され、その方法に基づいた取材
法」であったかどうかである。
大震災では、震災用KWと経時変化を用いた二次元分布図から明らかなように、非常に幅広
い領域で、多くの情報を必要とし、かつ、時間の経過と共に必要情報が変化する。それぞれの
記者が独自の判断で取材できる情報は限られている。再び発生する都市型直下地震に対して、
被災者に必要な情報提供を目指すのであれば、震災が発生する以前から非常に綿密な取材計画
をたてないと、 「その時」の判断では必要な情報を得ることはできない。新聞はテレビ、ラジ
オに比べ速報性は劣るが、何回も読み直し情報を確認することができる。その利点を生かすに
は被災者や周辺域に住む家族、親戚に、以下に記述する正確な情報を提供することである。
震災が発生すると記者自身が被災し、地元記者に情報提供を求めることが難しくなるため、
普段から特定地域ごとに複数の情報提供者を決めておき、様々な経路による連絡法を検討する
必要がある。人的なインターネットの中継点に新聞社を位置づけることが重要と考える。
そして、震災用KWと経時変化を用いた二次元分布図を参考に、様々な事例を想定した取材
シミュレーションを行う。この際、震災が発生した場合の各記事に対する経時的なプライオリ
ティを設定し、これらの取材順位に従って活動を行う。当然、被災地で、直ぐに情報収集活動
に入ることは難しいため、取材情報は記者と情報提供者からの両面から得る。
一方、避難所となりえる全施設（学校、公民館、体育館、その他）に関する情報として、名
称、場所、連絡法（'1℃l,Fax,Email、無線)、通常の代表者、災害時の連絡者、施設の規模
(許容収容者数、マット数、毛布数、 トイレの数)、備え付けの生活用具（電気、ポリタンク、
炊き出し道具、燃料） （食料と水の保存量）救急医療品、医療施設、避難経路、物資の仮倉庫
と運搬経路、また、施設周辺の組織（町内会、 PTA、ボランティア）に関する情報を集め、
震災前にデータベースを構築する。もちろん、これらの大部分を常時保存する施設は限られて
いるため、保管用倉庫に関する情報も必要となる。新聞社、官庁が合同で情報を共有し、震災
発生と共に、複数の連絡者からチェックリストを基に避難情報を集め、全データを掲載する。
新聞紙面は複数ページをこのような情報紙面に固定し（最終ページから数頁に固定)、普段か
ら一般読者に震災ページの存在をアピールしておく必要がある。防災の日は官庁の訓練日に限
られるものではない。
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6． まとめ
阪神・淡路大震災に代表される戦後14の大地震について、発生から1週間にわたって、新聞
見出しのデータベースを構築した。その特徴は、見出しを中心とした記事構成と震災キーワー
ドを用いて構築した点にあり、震災に関連した様々な因子を類型化し、時系列で分析できるよ
うになった。このデータベースを用いて、震災報道の特徴を分析した結果、以下の点が明らか
になった。
(1)震災規模と見出し・写真の面積率の関係を検討した｡その結果、見出し面積率とlog(全
壊家屋数） との関係は相関性の高い3次の放物線で近似できる。この曲線の曲率変化点
である全壊家屋1000件を越えると急激に記事数が増加し、この値が、報道側から見た震
災規模の捉え方の目安になると考えられる。
（2） 「被害、現況、地震、復旧・対策」の4ブロックからなる震災キーワードを作成し、こ
れらに該当する記事数の経時変化を二次元分布図で表した。 14の地震に適用した結果、
記事の頻度と分布形状より 「I小規模、 Ⅱ中規模、Ⅲ大規模、Ⅳ巨大規模」の4記事分
布パターンに分類した。この方法を応用することで、被災規模や新聞社の取材方針、各
種新聞社間の取材方針の違いを視覚的に読みとることができるようになった。過去の震
災記事の解析に使うだけでなく、今後、等値線を自由に描画することで、大震災時の取
材計画手法として有効である。
（3）阪神淡路大震災での見出し内容を検討した結果、被災者に対する情緒的な表現を多用し、
各分野の専門家への怒りや、経済不安を煽る表現など、記者自身の感情表現が目立った。
その一方では、被災者の避難生活に取材が集中し、 より速報性が望まれる医療の実態、
食料・物資等の正確な物流状態に関しては最も必要な時期に報道することができなかっ
た。震災時の報道体制について、抜本的に見直す必要があると考えられる。
（4）官庁を始めとする諸機関が初動体制に遅れをとったように、報道機関も大災害時の取材、
編集法について全く未経験であった。新聞社においても、様々な災害を想定した必要情
報の抽出とその時期に応じた取材情報のプライオリティの検討、情報提供者のネットワ
ーク網の作成、避難所、組織のデータベースの構築が必要である。そして、新聞の災害
ページ欄の固定化が望まれる。
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